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ご
挨
拶

新
潟
支
部
長

上
杉

肇

支
部
長
を
お
引
き

受
け
し
４
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
前
の
職
場
を
定
年
に
て
退
職
し
、

新
た
な
職
場
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
新
人
の
よ

う
に
新
鮮
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
新
潟
支
部
の

活
動
に
対
し
て
も
、
気
持
ち
を
新
た
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
も
、
副
支
部
長
、
役
員
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
要
と
な
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
事
務
局
長
の
横
尾
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
６
月
に
母
校
で
行
わ
れ
た
支
部
長
会

で
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、

今
ま
で
対
象
外
だ
っ
た
５
，
０
０
０
件
以
下
の

情
報
を
持
つ
事
業
者
も
対
象
と
な
り
、
個
人
情

報
を
し
っ
か
り
と
安
全
に
管
理
を
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
改
正
に
対
応
す

る
た
め
、
支
部
の
持
っ
て
い
る
会
員
の
デ
ー
タ

を
す
べ
て
本
部
に
吸
い
上
げ
た
後
、
支
部
の
デ

ー
タ
は
破
棄
し
、
本
部
か
ら
は
氏
名
と
卒
業
年

次
だ
け
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
、
会
員
宛
名
の

ラ
ベ
ル
を
提
供
す
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
意
見
が
多
く
、
会
議
は

紛
糾
し
、
結
論
は
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
ど
う
な
る
か
は
不
明
で
す
が
、
支
部
の

持
つ
デ
ー
タ
の
管
理
に
は
万
全
を
尽
く
し
ま

す
。そ

の
後
に
行
わ
れ
た
代
議
員
総
会
で
は
、
最

初
に
女
性
２
名
を
含
む

人
の
新
役
員
体
制
が
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紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
大
学
の
現
状
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
山
理
事
長
の
「
経
営
基

盤
を
強
化
す
る
。
補
助
金
に
頼
る
だ
け
で
は
な

く
、
卒
業
生
の
企
業
を
支
援
、
将
来
性
の
あ
る

企
業
へ
の
投
資
に
よ
り
、
そ
の
収
益
を
研
究
費

に
充
て
る
。
」
と
い
う
考
え
は
、
理
科
大
の
さ

ら
な
る
発
展
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
理
窓
会
は
「
小
さ
な
力
だ
が
、
大
学
と
卒

業
生
を
側
面
か
ら
支
え
る
立
場
に
あ
る
」
と
い

う
原
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
支
部
と
し
て
は
、
総
会
の
参
加
者
を

増
や
す
努
力
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
総
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

上
越
開
催
で
し
た
が
、
講
演
時
間
を
た
っ
ぷ
り

と
る
こ
と
で
、
お
聞
き
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
喚
起
し
、
参
加
者
を
増
や
そ
う
と
考
え
ま
し

た
。
結
果
は

名
で
し
た
が
、
今
後
も
機
会
が

19

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
支
部
会
計
支
出
の
多
く
を
通
信
費
が
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
て

費
用
削
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

母
校
は
こ
れ
か
ら
も
順
調
に
発
展
し
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
支
部
活
動
を
活
性
化
し
、

多
く
の
同
窓
が
参
加
す
る
こ
と
が
、
母
校
支
援

の
一
助
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
支

部
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
長
挨
拶

東
京
理
科
大
学
長

松
本

洋
一
郎

東

京

理

科

大

学

は
、
明
治

年(

14

1881

年)

「
理
学
の
普
及

を
以
て
国
運
発
展
の

基
礎
と
す
る
」
と
の
志
の
も
と
に
、
当
時
唯
一

の
大
学(

東
京
大
学)

の
物
理
学
科
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
青
年
理
学
士
ら

人
に
よ
っ
て
東
京

21

物
理
学
講
習
所
と
し
て
創
立
さ
れ
、
２
年
後
に

は
東
京
物
理
学
校
と
改
称
、
そ
し
て
昭
和

年
24

の
学
制
改
革
に
よ
り
東
京
理
科
大
学
と
な
り
、

年
経
っ
た
今
日
で
は
７
学
部

学
科
を
基
盤

137

31

と
す
る
理
工
系
総
合
大
学
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。本

学
は
、
平
成

年
に
開
設
し
た
学
園
パ
ー

25

ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
、
都
心

型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
、
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
野
田
キ
ャ
ン
パ

ス
、
そ
し
て
基
礎
工
学
部
１
年
次
に
お
け
る
全

寮
制
の
北
海
道
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
４

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
個
性
を
活
か
し
、

更
な
る
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
学
の
大

学
院
は
、
７
研
究
科

専
攻
が
あ
り
、
ま
た
国

30

公
立
や
民
間
の
試
験
研
究
機
関
と
の
連
携
大
学

院
協
カ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
教
育
と
研
究
を
と
も
に
重
視
す
る

教
育
研
究
機
関
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
教
育
面

で
は
、
関
門
科
目
の
設
定
な
ど
に
よ
り
、
実
力

を
備
え
た
学
生
を
卒
業
さ
せ
る
「
実
力
主
義
」

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
教
育
支
援
機

構
の
も
と
で
、
教
養
教
育
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
面
で
は
、
研

究
推
進
機
構
の
も
と
で
、
理
科
大
な
ら
で
は
の

研
究
の
推
進
、
研
究
力
強
化
の
た
め
の
環
境
の

整
備
、
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
間
性
と
の
調
和
な
ら
び
に
社
会
の
諸
問
題

を
視
野
に
捉
え
た
科
学
・
技
術
の
発
展
こ
そ
、

建
学
の
精
神
の
今
日
的
意
義
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
教
育
研
究
機

関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
努
力
を
重

ね
て
ゆ
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

年
、
東
京
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業
。

1972
年
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士

1977課
程
修
了
、
工
学
博
士
。

年
、
東
京
大
学
工

1977

学
部
講
師
。
助
教
授
、
教
授
を
経
て
、

年
、

2009

東
京
大
学

理
事
・
副
学
長
。

年
、
理
化
学

2015

研
究
所
理
事
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

理

事
（
非
常
勤
）
を
経
て

年
、
東
京
理
科
大
学

2018

第

代
学
長
に
就
任
。

10そ
の
他
、
日
本
機
械
学
会
会
長(

第

期)

、

88

日
本
学
術
会
議
会
員
・
第
三
部
機
械
工
学
委
員

会
委
員
長(

第

期)

、
米
国
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
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ー(

終
身
会
員)

を
務
め
る
。

主
な
受
賞
歴
は
、A

PA
CM

A
w

ard
for

Com
putational

M
echanics(

年)

、A
SM

E

2010

Ted
Belytschko

A
pplied

M
echanics

A
w

ard
(

年)

、

東
京
都
功
労
者
表
彰(

技
術
振
興
功

2010労)
(

年)

な
ど
。

2015

【
資
料
提
供

東
京
理
科
大
学
広
報
部
広
報
課
】

困
り
ま
す
、
新
潟
市
さ
ん

Ｓ

理
２
・
数

59
横
尾

則
幸

平
成

年

月
、
新
潟
市
が
政
令
指
定
都
市

19

4

に
な
り
ま
し
た
。
県
か
ら
の
権
限
委
譲
が
段
階

的
に
行
わ
れ
、
平
成

年
度
よ
り
教
員
採
用
も

29

新
潟
市
独
自
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
潟
市
は
、
万
代
・
明
鏡
の

つ
の
高
校

2

と
高
志
中
等
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

県
か
ら
高
校
の
教
員
が
県
を
退
職
し
て
異
動

し
、
市
を
退
職
し
て
県
立
高
校
へ
戻
っ
て
い
ま

し
た
。

教
員
を
目
指
す
人
は
、
小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ

れ
の
希
望
に
そ
っ
て
大
学
・
学
部
を
選
び
目
指

す
教
員
免
許
を
取
得
し
ま
す
。
都
道
府
県
は
、

小
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ
で
採
用
試
験
を
実
施
し

採
用
し
ま
す
。
免
許
は
希
望
す
る
校
種
の
み
を

取
得
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

困
り
ま
す
、
新
潟
市
さ
ん
。
新
潟
市
独
自
の

教
員
採
用
に
要
注
意
で
す
。
新
潟
市
の
教
員
採

用
は
「
小
学
校
教
諭
」
「
中
学
校
教
諭
・
高
等

学
校
教
諭
共
通

」「
特
別
支
援
学
校
教
諭
」「
養

護
教
諭
」
の

種
で
す
。
お
気
づ
き
に
な
り
ま

4

し
た
か
？
中
・
高
ま
と
め
て
の
採
用
と
な
り
ま
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す
。
要
注
意
は
こ
こ
で
す
。
出
願
資
格
と
し
て
、

中
・
高
両
方
の
免
許
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
勤

務
校
も
中
・
高
ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

新
潟
市
の
教
員
を
目
指
す
人
は
必
ず
、
中
高

つ
の
教
員
免
許
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

2中
高
ど
ち
ら
の
学
校
に
も
勤
務
で
き
る
よ
う
学

生
時
代
か
ら
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
頑
張
っ
て
！

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

平
成

年
８
月

日(

土)

理
窓
会
新
潟
支
部

30

18

総
会
が
上
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

高
陽
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
の
議
事

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
述
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
理
科
大
学
基
礎
工
学
部

教

授

石
黒
孝
様
か
ら
『
「
見
る
」
こ
と
と
「
聞
く
」

こ
と
』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
新
潟
地
区
で
す
。
９
月

日
（
土
）

28

新
潟
会
館
を
お
さ
え
ま
し
た
。
お
盆
前
後
は
難

し
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
９
月
開

催
で
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
ご
予
定
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

◇
役
員
改
選
◇

支

部

長

上
杉

肇

副
支
部
長

水
嶌
繁
満

佐
藤
茂
樹

上
野
順
治

志
田
重
道

山
田
亮
一

森

知
之

中
田
亮
一

鷲
尾
雄
慈

佐
藤
弘
之

中
尾
慶
一

山
﨑

智

五
十
嵐
喜
代
春

加
藤
幹
男

地
区
幹
事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

30

県

幹

事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

30

顧

問

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

30

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

29

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
１
日

万
代
市
民
会
館

名
14

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

29

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長･

県
幹
事
長

計
５
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

名

19

28

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

２
月

日

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館
３
名

18

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)

A4

24

８
月

日

部

19

28

３
月

日

部

25

66

・
会
報
「
新
潟
理
窓

号
」
発
行

31

Ｈ

年
３
月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

30

25

A4

503

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

30

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
７
日

万
代
市
民
会
館

名
14

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

28

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長･

県
幹
事
長

計
５
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

高
陽
荘

名

18

19

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

３
月
３
日

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)

A4

24

８
月

日

部

18

30

３
月

約

部
70

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

A4

600

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

29

○
収
入
の
部

繰
越
金

３
５
７
，
２
３
９
円

会
費

１
０
５
，
５
７
０
円

本
部
補
助

８
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

２
，
４
３
８
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
５
０
，
２
４
７
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

６
６
，
７
６
６
円

会
議
費

１
，
０
４
０
円

名
簿
・
会
報

１
８
，
４
４
５
円

送
料

５
１
，
２
７
４
円

事
務
用
品

０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

１
３
７
，
５
２
５
円

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

30

○
収
入
の
部

繰
越
金

４
１
２
，
７
２
２
円

会
費

９
０
，
０
０
０
円

本
部
補
助

８
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

７
８
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
８
７
，
８
０
０
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

名
簿
・
会
報

４
０
，
０
０
０
円

送
料

１
１
４
，
４
０
０
円

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

予
備
費

３
１
８
，
４
０
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

５
８
７
，
８
０
０
円

◇
事
務
局
か
ら
の
連
絡
◇

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

年
会
費
は
、
１
０
０
０
円
で
す
。
総
会
参
加

時
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
総
会
欠
席
の
場
合

は
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
名
簿
に
つ
い
て

支
部
会
費
納
入
確
認
後
該
当
者
に
送
付
い
た

し
ま
す
。

③
プ
リ
ン
タ
ー
イ
ン
ク
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
プ
リ
ン
タ
ー
が
こ

わ
れ
て
し
ま
い
、
新
し
く
同
等
機
を
購
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
ク
が
新
し
い
形
式
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
イ
ン
ク
の
予
備
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
数
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、

利
用
で
き
る
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
の
で
、
左
記
の
事
務
局
メ
ー
ル
に

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ク
は
、
純
正
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

色
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ノ
ン
用
の

BCI-326

で
す
。
先
着
１
名
様
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

④
事
務
局
連
絡
先

加
茂
市
大
郷
町
１－

６－

横
尾
則
幸

16

電
話

０
２
５
６(

５
３)

３
１
１
５

e-m
ail:ngtrisou@

gm
ail.com

第 32号 に い が た り そ う 平成 31年 3月 (2)


